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研究分野：有機金属化学・錯体化学 
科研費の分科・細目：基礎化学・無機化学 
キーワード：有機金属化学 
 
１．研究計画の概要 
 金属酵素活性部位の構造・作用機構に関す
る最新の情報をもとに、新規な金属錯体触媒
を設計・合成し、区活性分子の代表である窒
素を初めとする各種小分子を高効率のもと
に有用な化合物へと変換する反応系を開拓
する。 
 
２．研究の進捗状況 
 窒素、アセチレン等の小分子の活性化につ
いて、とりわけ当研究室の特徴である多核錯
体系において多くの新しい知見を得ること
が出来ている。 
 
３．現在までの達成度 
 これまで２年半の研究で、予定していた目
標の７５％程度は達成できたと考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 いくつかの系を同時進行させているが、そ
れぞれについて一応の決着を年度内につけ、
いずれについても論文の形でまとめる予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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